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論    文    の    要    旨 
  
1982 年に発明された Nd-Fe-B 系永久磁石は、現在でも最強の磁石として様々な電子機器に利
用されている。特に近年、電気・ハイブリッド車の普及とともに駆動用モータや発電機の回転子
に使用される Nd-Fe-B系磁石の需要が急増している。これらの用途にはモータ動作温度（~200oC）
















て用いた結果、特に Nd-Cuと Nd-Alで注目すべき結果が得られた。Nd70Cu30, Nd90Al10合金を浸透








と Nd-Fe-Ga-Cu 合金の浸透処理の結果を報告している。最近の Ga 添加焼結磁石の報告例から、
Nd2Fe14B主相の副相を形成する余剰合金組成を Nd62Fe14Ga20Cu4と見積もり、その合金と比較のた
めに Nd80Cu15Cu5合金を浸透させたところ、Nd-Cu-Cu 合金では保磁力増加に伴い著しい磁化の低




の Ndの一部を Dyならびに Tbで置換する重希土類添加共晶浸透を試みた。Nd62Dy20Al18３元共晶
合金を浸透させた場合、µ0Hc=2.8 T、µ0Mr=1.30 Tといった、比較的高い残留磁化を維持しながら、
大幅な保磁力向上が可能であり、同等の保磁力を示す 5％Dy含有焼結磁石よりも高い残留磁化を








審    査    の    要    旨 
〔批評〕 













 平成 30年 2月 14日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
